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Abstract
A female of the bopyrid isopod Parathelges enoshi-

mensis Shiino, 1950 was collected from the abdomen 
of a hermit crab, Pagurus minutus Hess, 1865 (Decap-
oda: Anomura: Paguridae), on the Rokujo tidal flat in 
Mikawa Bay, Aichi Prefecture, central Japan. This rep-
resents the first and second records of Parathelges 
enoshimensis from Aichi Prefecture and Japan, respec-
tively. The female of Parathelges enoshimensis is 
briefly described. Specimens with lateral plates on the 
pleon, which were reported as Parathelges enoshimen-
sis from China, are suggested to differ from the spe-
cies.

はじめに
ヤドカリ類は，様々な生物と寄生・共生関係

を有しており，多くの知見が蓄積されている

（McDermott et al., 2010）．本論文の第一筆者も，

この寄生・共生関係に興味をもち，これまでにヤ

ドカリ類と根頭類（Nagasawa et al., 1996），ヤド

カリ類とエビヤドリムシ類（Nagasawa et al., 1996, 

2020；長澤，2020）との関係を調べてきた．

最近，筆者らは愛知県三河湾で採集したユビ

ナガホンヤドカリ Pagurus minutus Hess, 1865の腹

部に寄生する見慣れない生物を見つけ（Fig. 1），

その形態を観察して，等脚目エビヤドリムシ科の

Parathelges enoshimensis Shiino, 1950に同定した．

この寄生虫は，神奈川県江ノ島産ホンヤドカリ属

の 1種 Pagurus sp.（原著では Eupagurus sp.）か

ら得た標本に基づいて 1950年に新種として記載

された（Shiino, 1950）．しかし，その後，日本で

は報告がなく，今回の発見はこの寄生虫のわが国

における第 2記録となる．

材料と方法
2019年 4月 22日，愛知県豊橋市神野新田町地

先の六条潟において，腐敗法（例えば柏尾，2019

など）によりウミウシ類を採集するためにタモ網

（幅 30cm，網の目 1.5 mm × 2.5 mm）を用いて底

質サンプルを採取した．六条潟は三河湾奥部に位

置し，一級河川の豊川の河口域に形成された干潟

である．採取した底質サンプルはチャック付きポ

リ袋に入れて豊橋市自然史博物館の研究室に持ち

帰り，バットに広げ海水を入れて放置した．半日

後，バットの中を観察したところ，ユビナガホン

ヤドカリが貝殻から抜け出ており，その腹部に寄

生虫を見つけたため，写真撮影し，宿主とともに

70%エタノール液で固定した．後日，静岡県静

岡市にある水族寄生虫研究室で，実体顕微鏡

（Olympus SZX10）を用いて寄生虫標本を観察し

た．また，ユビナガホンヤドカリの前甲長（shield 

length：SL, mm）をノギスで測定した．本論文で

述べるヤドカリ類の学名は Komai and Mishima 

(2003)やWoRMS Editorial Board (2020)に従った．

愛知県三河湾産ユビナガホンヤドカリに寄生していた
ヤドカリノオジャマムシ（新称）Parathelges enoshimensis

（等脚目エビヤドリムシ科）
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今回採集した標本は，寄生虫と宿主を一緒に同一

バイアルに入れて 70%エタノール液で保存し，

豊橋市自然史博物館の甲殻類コレクションに収蔵

されている（TMNH–Cr–55）．

結果と考察
エビヤドリムシ科 

Family Bopyridae Rafinesque, 1815

ヤドカリノハラヤドリ亜科（新称）

Subfamily Athelginae Codreanu and Codreanu, 1956

ヤドカリノオジャマムシ属（新称）

Genus Parathelges Bonnier, 1900

ヤドカリノオジャマムシ（新称）

Parathelges enoshimensis Shiino, 1950 （Figs. 1–2）

標本　TMNH–Cr–55．雌 1個体．三河湾：愛知

県豊橋市神野新田町地先の六条潟（34º45ʹ40ʺN, 

137º19ʹ05ʺE），2019年 4月 22日，採集者：西　

浩孝．

記載　体長 7.0 mm，体幅 3.0 mm．体背面が少

し窪み，腹面がやや膨隆する．頭部は卵円形で，

胸部前部に深く入り込み，前縁は平坦，中位で最

も幅広く，側縁は円弧状を呈する．胸部は 7節，

第 4胸節が最も幅広く，第 1–3胸節はやや狭く，

第 5–7胸節は後方に向かって狭くなる．第 1–2胸

脚は頭部側方，第 3胸脚は頭部より少し下方，第

4–7胸脚は頭部より後方に位置する．育房は 5対

の覆卵葉の下方にあり，第 1覆卵葉は漏斗状で，

頭部前部に広がる．胸部後部にある第 5覆卵葉が

最も大きい．腹部は 5節で側板を欠き，後方に向

かって徐々に細くなる．第 1–4腹節に腹肢を有し，

各腹肢は短い柄を経て二叉し，各先端が卵形ある

いは楕円形の二葉状を呈する．第 5腹節は小さく

長方形を呈し，後端部は単枝状の小さな尾肢で終

わる．生時には胸節と腹節前部は淡いピンク色，

エタノール液中では白黄色を呈する．

宿主　ユビナガホンヤドカリ Pagurus minutus 

Hess, 1865，3.0 mm SL （十脚目：異尾下目：ホン

ヤドカリ科）．筆者らは，六条潟に生息するヤド

カリ類としてユビナガホンヤドカリのみを確認し

ている．

寄生部位　ユビナガホンヤドカリの腹部前部

の背面に寄生（Fig. 1）．ヤドカリノオジャマムシ

は体背面を宿主の腹部に接着させ，頭部を後方に

向けて寄生していた．

寄生率　本論文で報告した個体を偶然見つけ

たため，寄生率は不明．

新標準和名の提唱　これまでにエビヤドリム

シ科の Athelginae亜科に標準和名がなかったこと

から，同亜科に含まれるヤドカリノハラヤドリに

因み，ヤドカリノハラヤドリ亜科の新標準和名を

提唱する．また，本論文で報告した Parathelges

属と Parathelges enoshimensisに対して，それぞれ

ヤドカリノオジャマムシ属とヤドカリノオジャマ

ムシの新標準和名を提唱する．宿主のヤドカリ類

にとって「邪魔な虫」という意味である．

備考　上記の形態学的特徴を示した六条潟産

標 本 は，Shiino (1950) が 記 載 し た Parathelges 

enoshimensisの雌の標徴にほぼ一致したため，こ

Fig. 1. Female of Parathelges enoshimensis parasitic on the 
anterior dorsal region of the abdomen of Pagurus minutus from 
the Rokujo tidal flat in Mikawa Bay, Aichi Prefecture, central 
Japan. Fresh specimens, dorsal view. The head of the female 
was oriented posteriorly. Note pinkish coloration of pereon and 
anterior pleon of fresh bopyrid. Abbreviations: ab, abdomen of 
hermit crab; ce, cephalothorax of hermit crab. Scale bar: 4 mm.
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の種に同定した．原記載の個体では第 6胸節が最

も幅広かったが，六条潟産標本では第 4胸節が幅

広かった．これは，両者の育房発達の違いに基因

すると考えられる．

ヤドカリノオジャマムシは，種小名にあるよ

うに，神奈川県江ノ島産ホンヤドカリ属の 1種か

ら得られた雌雄標本に基づき，新種として記載さ

れた（Shiino, 1950）．日本では，原記載以降に本

種の宿主に関する報告はなく（椎野，1972；齋藤

ほか，2000；齋藤，2002），ユビナガホンヤドカ

リはわが国で種まで同定された本種の最初の宿主

である．韓国でも，ユビナガホンヤドカリ（原著

では Pagurus dubius (Ortmann, 1892)）は本種の宿

主として報告されている（Kim and Kwon, 1988a, 

b；Kwon, 2012）．

現在，ヤドカリノオジャマムシ属には，本種

を含む 10 種が有効種として知られている

（WoRMS Editorial Board, 2020）．それらのなかで，

本種は Parathelgels aniculi (Whitelegge, 1897)の新

参異名である可能性が指摘されている（Williams 

and Boyko, 2015）．また，中国で本種として報告

された個体は腹節に側板を有することから（An, 

2011, fig. 4-13B；An et al., 2011, fig. 2B），他種で

ある可能性が高い．一方，今回の採集地に近い静

岡県浜名湖産ユビナガホンヤドカリからヤドカリ

ノオジャマムシ属の未同定種 Parathelgels sp. が報

告されており（Nagasawa et al., 2020），本種との

異同を検討する必要がある．このようにヤドカリ

ノオジャマムシ属の分類には未解決な問題があ

り，今後更なる研究が必要である．

西村（1983, p. 97）が学研生物図鑑『水生動物』

でヤドカリノハラヤドリ Athelges takanoshimensis 

Ishii, 1914 と し て 写 真 で 示 し た 個 体 は，

Parathelgels aniculiであるとの指摘が海外の研究

者からある（Boyko, 2004；Markham, 2009）．写

真の精度は高くないが，その個体の腹部後端部や

腹肢の形態はヤドカリノハラヤドリとは明らかに

異なり，確かにヤドカリノオジャマムシ属の種に

類似している．しかし，この個体の博物館等にお

ける標本情報がなく，わが国でヤドカリノオジャ

マムシ属に関する知見が極めて限られている現

在，西村（1983）が示した個体の同定に関する議

論を進めることは難しく，上記したヤドカリノオ

ジャマムシ属の分類学的検討と併せて，今後の検

討課題と言えよう．

ヤドカリノオジャマムシは，日本以外では韓

Fig. 2. Parathelges enoshimensis, female, from the abdomen of Pagurus minutus on the Rokujo tidal flat in Mikawa Bay, Aichi Prefecture, 
central Japan. Ethanol-preserved specimen. A, habitus, dorsal view; B, habitus, ventral view; C, head and anterior part of pereon, dorsal 
view; D, pleon, dorsal view. Abbreviations: br, brood pouch; h, head; o1–o5, oostegites 1–5; p1–p7, pereopods 1–7; per, pereon; ple, 
pleon; plp1–4, pleopods 1–4; ur, uropods. The specimens of Parathelges enoshimensis and Pagurus minutus kept in the same vial have 
been deposited in the Crustacea collection of the Toyohashi Museum of Natural History, Toyohashi City, Aichi Prefecture, Japan (TMNH–
Cr–55). Scale bars: A–B, 2 mm; C–D, 1 mm.
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国と中国から記録がある．韓国では，朝鮮半島南

岸のユビナガホンヤドカリとホンヤドカリ

Pagurus filholi (de Man, 1887)（原著では Pagurus 

geminus McLaughlin, 1976）が宿主として知られる

（Kim and Kwon, 1988a, b；Kwon, 2012）．中国では，

上記したように本種の同定に問題があるが，南シ

ナ海（原著では South Sea）産ゼンマイヤドカリ

属の 1種 Spiropagurus sp.への寄生が報告されて

いる（An, 2011；An et al., 2011）．

ヤドカリノオジャマムシの原記載（Shiino, 

1950）によれば，雄は成体雌の腹部腹面に付着し

ているが，今回六条潟で採集した成体に雄の付着

は見られなかった．これは，研究室に半日放置し

た底質サンプルからユビナガホンヤドカリが抜け

出した際，あるいは，そのユビナガホンヤドカリ

からヤドカリノオジャマムシの雌をピンセットで

引きはがした際に，雄が成体雌から脱落・紛失し

た可能性がある．類似の例として，静岡県浜名湖

産ユビナガホンヤドカリをピンセットで貝殻から

引き抜いた際，ヤドカリノハラヤドリの雄が得ら

れなかったことがあった（Nagasawa et al., 2020）．

今後，本種を含むエビヤドリムシ科等脚類の分類・

生態学的研究を進める際には，雄を脱落・紛失し

ないようにヤドカリ類を貝殻から注意深く採取す

ることが望ましい．

これまで述べてきたように，ヤドカリノオジャ

マムシに関する知見は極めて乏しい．宿主範囲や

寄生率，生活史等に関する知見は皆無である．ま

た，わが国でエビヤドリムシ科等脚類の分類学的

研究を精力的に行った椎野季雄博士（京都帝国大

学，後に三重県立大学）は，研究用標本を日本各

地から得たにもかかわらず（椎野，1972），本種

を報告したのは神奈川県江ノ島のみである

（Shiino, 1950）．今回，筆者らが本種を愛知県か

ら採集したものの，依然その国内分布は不明であ

る．分類学的研究に加えて，本種の生態学的研究

が強く望まれる．
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